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とくしまの教育

　徳島県教育委員会教育長の榊󠄀でございます。教職員の皆様方には、日頃から徳島の未
来を担う子どもたちのために、多大なご尽力をいただいておりますこと、心より感謝申
し上げます。
　また、新型コロナウイルス感染症の流行が長期間に及ぶ中、「新しい生活様式」の定着
や児童生徒の健康・安全、心のケアに配慮しながら、学びの保障に取り組まれておられ
ることに、重ねて厚くお礼申し上げます。
　未だ収束の見通しが立たない状況ですが、これまでの知見を踏まえ、粘り強く感染防止
対策の徹底や家庭との連携を図っていただきますよう、今後ともよろしくお願いいたします。
　さて、現在、コロナ禍に加え、情報化・グローバル化の進展、デジタル社会・グリー
ン社会の実現に向けたDX・GXの加速など、子どもたちを取り巻く社会環境は大きく変
化しております。県教育委員会では、「徳島ならでは」の教育により、大きな夢や高い目
標を持って、未知の世界に果敢に挑戦する「人財」の育成に向け、様々な教育改革を推
し進めているところでございます。

　徳島県ＧＩＧＡスクール構想の展開では、昨年度 1人１台端末の整備が完了し、優れた活用事例をホームページ
等を通じて周知しているところでございます。今後は、誰一人取り残さない個別最適な学びと協働的な学びを実現す
るため、更なる活用に向けた取組を加速していけるよう、御協力をお願いいたします。
　また、働き方改革の推進では、今年度は、「とくしまの学校における働き方改革プラン（第 2期）」の 2年目とな
りました。各学校で 4つの取組の柱を推進していただき、ワーク・ライフ・バランスの実現に取り組むことで、学
校における働き方改革をより一層推進し、教育の質の向上が図られるよう、お願いいたします。
　一昨年から、本紙において皆さんに重ねてお願いしているところですが、各々が工夫を凝らし、その取組を全体に
シェアするといったことの積み重ねと、組織横断的な取組について、引き続きご配意してくださるよう、お願いいた
しますとともに、皆様方のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ、私からのあいさつといたします。どうぞよろしくお願
いいたします。
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メッセージカード

カエルボード

取組の柱《１》タイムマネジメントの徹底
退勤時刻の明確化、ノー残業デーの設定

「カエルボード」や
「メッセージカード」
➡可視化することで、退勤時刻を意
識した働き方につながった。

➡優先順位をつけて、仕事に取り組
むことができている。

管理職の声かけやミドルリーダーの
サポート（教材研究、悩み相談等）

➡定時退庁しやすい雰囲気ができ、
早く帰る教職員が増えてきた。 共有フォルダに PDF保存

取組の柱《２》業務改善の更なる推進
会議資料のペーパーレス化、データ化した教材の共有

校務支援システムの活用
➡紙媒体と比較して、負担が軽減した。
グループウェアの掲示板機能

➡紙の文書が減り、職員室や机上の整
理整頓につながった。働き方改革と
経費削減の両面で効果があった。
　共有フォルダに会議資料や
共通の教材を保存

➡会議のスリム化や効率化が図られた。
➡授業準備に充てる時間が短くなった。

GIGAスクールサポー
ターによる支援

部活動指導員による
専門的な指導

取組の柱《３》外部人材の積極的活用
外部人材の専門性を生かした取組

教職員と外部人材の役割を明確化
➡専門的な知識と指導力をもってい

るので、教職員の業務の負担軽減
につながった。

➡児童生徒と向き合える時間が増えた。
ICT 支援員、GIGAスクールサポーターによる支援

➡１人１台端末を活用する授業が増
えた。
部活動指導員の活用

➡部活動担当教員（顧問）の授業準備や生
徒指導に充てる時間の確保ができた。

スポーツ健康部の設立

取組の柱《４》部活動の適正化
部活動の在り方に関する方針の遵守

適切な活動時間の遵守、最終下校時刻の設定
➡以前よりも部活動に関わる時間が
削減された。

➡短時間の練習で充実した内容になった。
大会等の精選、日程等の見直し

➡生徒や教職員、保護者の負担軽減の
ために、実施方法の見直しを図る。

➡コロナ後の大会・発表会の精選を
検討する。
ノー部活デーを設定 ➡ノー残業デーと併せることで、時間外在校等時

間が減ったり、リフレッシュが図られたりした。

部活動の統合や削減、
複数顧問制、ニーズに
合わせた新たな部の設
立等について検討が必
要である。

働き方改革!さあ、
みんなで

プラン（第２期）にもとづいた取組をご紹介します！

プラン（第２期）はこちら→

働き方改革についての
出前講座も随時行っています。
教育政策課 働き方・発信戦略担当
●お問合せ　電話 088-621-3159

WITH コロナ！ 引き続き感染症対策の徹底をお願いします
新型コロナウイルス感染症は未だ終息には至らず、引き
続き感染対策をお願いします。

●基本的な感染症対策の実施
　・感染源を絶つ
新型コロナウイルス感染症が疑われる症状が見られる児童生徒等に
ついては、自宅で休養させる。（教職員も同様）

　・感染経路を絶つ
手洗い用石けんを使用した手洗の徹底、必要に応じて手指消毒を行
う。咳エチケットの徹底及び通常の清掃活動の中でのポイントを
絞った消毒。

　・生活習慣を整え、抵抗力を高める
●集団感染のリスクへの対応
３つの密が重なる場や「大きな声を出す」など感染拡大の契機となり
うる場については、感染防止のための実施方法の工夫をお願いします。

換気が悪い密閉空間
多数が集まる密集場所　
間近で会話や発声をする密接場面

３つの
密

密閉
密集
密接

※新型コロナウイルス感染症に対応した学校運営に関する留意点（R4.4.27）などを参考に感染症対策の徹底・継続をお願いします。

　４月以降、運動部活動での感染が複数発生
しているため、感染拡大防止対策の徹底につ
いて、通知しております。
　４月にお配りしている「部活動顧問用チェッ
クリスト」や特に感染リスクの高い「屋内運
動部活動における感染拡大防止チェックリス
ト」を活用いただくとともに、部活動ごとの「活
動計画」及び「感染防止マニュアル」を遵守し、
感染拡大がおこらないよう、以下の点等を確
認しながら万全の対策をお願いします。
○部員の体調の把握（体調不良者は参加さ
せない）

○常時または 30分に１回は換気（屋内）
○更衣室、部室等での密を回避
○活動後は、飲食等を行わずに、
　速やかに下校

部活動における感染症対策

●お問合せ　体育健康安全課　健康・食育担当　電話 088-621-3171　　体力・競技力向上担当　電話 088-621-3165
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徳島県GIGAスクール実践動画コンテスト
1 人 1 台端末を含む ICT 環境を活用した学校での様々な教育活動を

実践動画作品として募集するコンテストを実施し、 多くの優秀な取組

を共有化することで、 GIGA スクール構想を推進することを目的と

しています。 令和３年度　最優秀賞　
小松島西高等学校「今こそＧＩＧＡだ!!」

他にも、たくさんの受賞作品が掲載されています。ぜひ、御覧ください。

令和 3年度の受賞作品のワンシーンを紹介します。

徳島県GIGAスクール実践動画コンテストポータルサイト
https://gigacontest.tokushima-ec.ed.jp

今年度もコンテストを
開催します !

OneDrive（マイクロソフト社のインターネット上にファイルを保存するサービス）　
OneNote（マイクロソフト社のデジタルノートアプリ）

Zoom（Zoom ビデオコミュニケーションズの会議等をオンライン開催するためのアプリ）
Classi（Classi 株式会社の教育プラットフォーム）　
Forms（マイクロソフト社のアンケート作成ツール）

授　業　編

部 活 動 編

授 業 外 編

働き方改革編

・国語の授業では、「ときめく
ポスター」の制作中に、画像
編集方法を学び、情報活用
能力が向上した。

・数学の授業では、新体力テス
トのデータを使って散布図を
作成し、データを分析するこ
とで班の考えを共有できた。

・野球部では、タブレットを継
続的に活用することで、フォー
ムがすぐに確認できて、技術
の向上に役立った。

・バドミントン部では、OneDrive・
OneNoteにより、技術について
情報共有し、部員間でアドバ
イスしあえた。

・学習状況の調査では、Classi
を使うことでデータが可視
化・分析しやすくなり、業務
の効率化を実現した。

・アンケートや生徒会役員選
挙等では、Forms を使って、 
簡単に短時間で自動集計が
できた。

・夏休みには、Zoomを使って
個々に応じた学習環境を作
り、英検の対策について一緒
に学ぶことができた。

・朝夕の会では、伝えたい言葉を
音声ファイルにしたものを、子
ども自らが操作することで、双
方向の伝達がしやすくなった。

●お問合せ　徳島県立総合教育センター　GIGAスクール推進課　電話 088-672-5064

職場訪問カウンセリング事業のお知らせ

　公立学校共済組合徳島支部では、令和４年度から新規採用教職員の皆様を対象に、
職場への訪問カウンセリングを実施しています。
　この事業は、就職による生活環境への変化や、人間関係のストレスなどによるメン
タルヘルスの不調を未然に防ぐために行うものです。
　皆様には、この機会をぜひ活用してくださいますようお願いします。

新規採用
教職員の皆様へ

●カウンセリングは、公認心理師・臨床心理士の方が学校に訪問して行います。
●カウンセリングの時間は、約 30分程度です。

●お問合せ
　徳島県教育委員会福利厚生課内
　公立学校共済組合徳島支部 
　企画・健康支援グループ
　電話 088-621-3179

３令和４年 6月



コンプライアンスの推進について

コンプライアンス推進に関するフレーズ・標語　～令和３年度の優秀作品～

・「2021不祥事根絶対策タスクフォースからの『提案』」
を活用し「児童生徒への接し方」について小グルー
プで話し合い、学校独自のルールをつくりました。

・「コンプライアンス通信」を教頭が発行し、一人一人
の経験や考えを共有することで、教職員としてのやり
がいの再確認と職員同士の相互理解につなげました。

・教職員同士のストレス解消法を紹介する中で相互理解を
深め、組織の一員であることを再認識しました。チーム
として公務員倫理の遵守の必要性も実感できました。

・メンター制研修を活用し若手教員が講師役になり、中
堅教員の指導を得ながら「風通しの良い職場環境」
等についての研修を行いました。

・教職員全員がコンプライアンス推進に関する標語をつ
くり、和やかな雰囲気のもと句会を行いました。
・推進標語を全職員でつくり、七夕飾りにしました。

・グループウェアの「回覧板」を使って、ニュースに取
り上げられた事例等を紹介し、コメントを寄せ合いま
した。時間的な制約を受けず研修ができ効果的でした。

失敗も　成功も　シェアして伸びる　職員室
　三好市立吾橋小学校　校長　武田真二郎

教育長
賞

感じ方　十人十色　気遣いを　　　　　　　
　鳴門市堀江南小学校　教諭　中西　千陽

教育次長
賞

振り返ろう　他人ごとではなく　自分ごと
徳島県立徳島中央高等学校定時制昼間部　教頭　高曽根恵子

副教育長
賞

「せんせい」と呼ばれる度に　襟　正す
徳島県立鳴門高等学校　教諭　村瀬　淑美

教育次長
賞

コンプライアンスの推進へ向けた
各学校の取組を紹介します。

令和３年度 文部科学大臣優秀教職員表彰について
　文部科学省は、学校教育における教育実践等に優れた成果を上げた教職員について、その功績を表彰するとともに広
く周知し、あわせて我が国の教職員の意欲及び資質の向上に資することを目的として、平成18年度から文部科学大臣
優秀教職員表彰を実施しており、令和3年度は、全国で812名の教職員と58の教職員組織が表彰されました。
　本県公立学校関係では、次の教職員と教職員組織が表彰されました。表彰を受けた皆さんには、未知の世界に果敢に
挑戦する、夢と志あふれる「人財」の育成に向け、今後とも、教育に対する情熱と力量を遺憾なく発揮され、他の教職
員の目標となる存在として、ますます活躍されることを期待しています。

教職員表彰を受けた皆さん （役職・学校名については、令和３年度当時です。）
○築地　寛明 教諭（徳島市不動小学校）
　実践分野：地域との連携
○石丸　美穂 教諭（三好市立池田小学校）
　実践分野：特別支援教育
○坂東　重樹 主幹教諭（徳島市徳島中学校）
　実践分野：生徒指導・進路指導

○影田　千晴 教諭（阿南市立阿南中学校）
　実践分野：生徒指導・進路指導
○鷲野美保子 教諭（徳島県立小松島西高等学校）
　実践分野：学習指導
○山﨑　玲子 教諭（徳島県立阿南光高等学校）
　実践分野：学校運営の改善等
○松崎　規惠 教諭（徳島県立国府支援学校）
　実践分野：学校運営の改善等

表彰を受けた教職員組織
○上板町立高志小学校
　 （ICT授業研究会）
実践分野：学校運営の改善等
活動内容：コロナ禍による休業期間中の
児童支援として、ロイロ・ノートを使っ
た健康観察や、課題の提出、子どもたち
へのメッセージの作成等の実践を行っ
た。休校後は各授業者全員が、ロイロ・
ノートを利用した授業を実践し、効果的
なICTの活用についての研究会を開催
した。

●お問合せ　教職員課　電話 088-621-3123

教職員相談事業を
ご利用ください

徳島県教育委員会では、「徳島県教職員の心の健康づくり
計画」に基づき、メンタルヘルス対策を推進しています。
○教職員相談事業（メンタルヘルスカウンセリング）
　13名の専門相談員による相談（弁護士、精神科医、臨床心理士等）
○教職員健康相談事業（県教委福利厚生課　保健師）
QRコードにアクセス !!
ID:teacher
パスワード :kokorook
メンタル等相談案内→教職員相談事業

その他相談窓口等
お問合せは
福利厚生課厚生健康担当まで
電話088-621-3178

令和４年度 
徳島県自作視聴覚教材コンテスト
本県独自の教材収集のため、広く県民の
皆様から作品を募集します。

※詳しくは徳島県立総合教育センターＷｅｂサイトを
　ご覧ください。テーマは、郷土の自然や歴史、文化、
　健康、学校教材等自由です。

応募作品
募集

＊動画教材部門
＊デジタルコンテンツ教材部門
＊家庭学習応援教材部門
＊ＶＲ・ドローンチャレンジ教材部門

徳島県立総合教育センター　生涯学習支援課　学習支援担当
●お問合せ　電話 088-672-5400

とくしまの教育４


